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たが、4 週後には消失した。このことから、各マウスにおける MCMV 潜伏感
染の樹立が可能となった。 
次に、長期経過後の成年マウスでのウイルス感染動態を、TCRα KO マウス















CXCL12を ligandとする CXCR4の陽性細胞数は感染 TCRα KOマウス腸管で
増加していることが示された。MCMV 感染細胞で発現が増強していた











TCRα KOマウスと MCMVを用いて CMV感染合併 IBD動物モデルを初めて作
成し、その病態解析を行った。 
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